
３０．２月大和郡山 防災ニュース
このニュースは、市内で防災に関わる住民の皆さんに、様々な取組や防
災情報を提供します。

「全市避難訓練」
を報告します！自治会長アンケート結果

去年１１月に実施した「全市避難訓練」について、市内各自治会長へアン
ケートをお願いしておりましたが、その結果のうち、訓練そのものに関する
項目について結果を報告します。なお、アンケートは無記名で市内３１８自
治会のうち、２１７自治会から回答が寄せられ、回答率は６８％でした。

Ｑ、全市避難訓練に参加されましたか？
約半分の自治会において、自治会全体の行事として、また役員
で集まって参加していただきました。

その他回答無 ％自治会全体で参加 ４４％ 個々の自由参加 41.5％ 9

三役、役員、班長などで参加 ５.５％

Ｑ、自治会での団体訓練参加者はどこまで参加されましたか？
約半分の自治会が、学校、公民館などの市指定避難所へ行かれ
ました。地元集会所やミニ体育館に集合された自治会も2400名
近い参加者を集めました。

参加者全員で市避難所へ その他回答無地元施設ま

４０％ ３２８７名 ２9.5％で集まった

16％2391名

希望者のみ市避難所へ 役員のみ市避難所へ

９％1266名 5.5％ 196名

Ｑ、市指定避難所にまで集合するのにどのくらいの時間がかかりまし
たか？

これは１次避難所などを経て、市指定避難所までの時間です。
３０分以内が回答の大半を占めました。実際の災害時には、時
間を競うのではなく、安全に配慮し落ち着いて行動しましょう

１０分以内 ２０分以内 その他回答無３０分

２６％ ２５％ ３9％以内

９％

３０分以上 １％



Ｑ、市からの避難情報の伝達手段
従来の避難情報伝達である自治会への電話連絡や広報車と比べ
て、緊急速報メール（エリアメール）での伝達効果は大きかっ
たですが、メールが扱えない高齢者など、補完対策も必要であ
るというご意見が多数ありました。

エリアメールは有効だが その他回答無エリアメ エリアメールでは伝

高齢者には利用困難 ２３％ールで十 達手段として不十分

4２％ 2７％分７.５％

エリアメールはやめるべき 0.5％

Ｑ、逃げることに特化した全市避難訓練の評価
「災害の心構えができ良かった」という答えが最も多かった反
面 「盛り上がりに欠けた 「指導啓発がほしかった」など市と、 」
して反省すべきご意見も多数ありました。

災害の心構えを意識で 逃げるだけで盛 その他回答無指導啓発が

きよかった 38％ り上がりに欠け 15％ほしかった

１５％た 29.5％

市主催でこのような訓練は必要ない２.5％

Ｑ、今後必要な訓練
今後の訓練の方向性については 「今回のような訓練 「避難所、 」
開設訓練 「総合型訓練」の３方向にご意見が分かれました。」

今回のような 住民も協力して 自衛隊等も その他回答無楽 し い

訓練 27％ 避難所開設訓練 参加の総合 16％訓練

10％25.5％ 訓練 21.5％

編集後記
今回のアンケートでは、たくさんの生の声、コメントをいただきました。

、 、 、正直 耳の痛いご意見も多かったのですが 選択式回答の傾向だけでなく
一つ一つのコメントを見ていく中で、今後、進んでいく方向性を絞り込ん
で行きたいと考えています。なお、この防災ニュースについても、内容が
今ひとつであるというご意見も結構いただいており、今後皆さんがどのよ
うな情報を求めていらっしゃるのか、研究してまいりますので、引き続き
よろしくお願いします。

大和郡山防災ニュースは、市のＨＰでもご覧になれます
大和郡山防災ニュース 検索

⇗
消防団のニュースは、『大和郡山市消防団へようこそ！』をご覧ください！
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